
.問題と目的

母親には、気持ちいいほど明るいお母さん、悩みご

とがあるのかなと、見ていて心配になるお母さん、友

達と一緒なら楽しそうなお母さんなど、タイプが複数

ある。一見、子育てに余裕があるように見えても、実

は悩みを抱えていたり、大変そうに見えても、こちら

の思い過ごしだったりすることが、話を聞いていると

見えてくる。

筆頭筆者は、月に数回地域の公民館で未就園のこど

もと母親に向けたプレ幼稚園のような保育を行ってい

る。

保育が始まると、親子で楽しむ、泣き出すこどもを

あやしながら参加する、こどもが積極的に遊び、親が

見守るように参加するなど、参加スタイルは様々であ

る。

こどもが泣き止まず、たまりかねて帰ろうとする母

親がいるが、泣くから帰るのではなく、泣いた時に、

一度輪から抜けて、様子を探ったり別室で気分を変え

たりして落ち着いたら、また戻ってきて下さいという

声掛けをすることがある。

それでも、こどもが泣いたりぐずったりしてしまう

と、周りに気を使う、母親自身がその対応に疲れるな

どの理由からか、途中で帰ってしまうケースもあるが、

頑張って最後まで参加してくれた帰りに、「お母さん、

大変だったね、お疲れさまでした 」と言って声をか

けると、笑顔で泣いていた原因などを話してくれるこ

とが多い。

こちらが、「大丈夫ですよ」と伝えても、ぐずる原因

をすぐ察知できる母親と、機嫌が直らず帰ることを選

択する母親がいて、そんな母親たちには、どんな傾向

があるのか、養育態度と自己評価やソーシャルサポー

トとの関係を明らかにするべく調査を試みた。

厚生労働省「人口動態調査」(2018)によると、平成

28年の出生数は、前年より２万8699人減少して、100万

人を割る97万6978人であった。また、出生率や合計特

殊出生率も、ともに前年より低下している。1947年に

は4.54だった合計特殊出生率は、1.44にまで低下した。

和歌山県は、1.50と、全国平均より、やや多い結果で
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本研究では、どのようなソーシャルサポートが、母親の養育態度にどんな影響を与えるかについて検証すること

を目的にして、未就園児を育てている母親105名を対象に質問紙でアンケート調査を行った。

中道・中澤(2003)の親の養育態度尺度、堤・堤・折口・高木・詫摩・萱場・五十嵐(1994)、堤・萱場・石川・苅

尾・松尾・詫摩(2000)の地域住民用ソーシャル・サポート尺度を修正したもの、田邊・米澤(2009)の自己評価尺度

の３尺度を用いた。人から情緒的なサポートをされると、こどもに「応答的」な対応ができるが、具体的サポート

はこどもへの「統制的」なかかわりにつながりやすいことが示された。

「応答性」には、全ての情緒的サポートが影響しており、「統制」には影響していないことから、人から情緒的サ

ポートされると、人は応答的な対応ができる。「統制」には自己効力感のみが影響していることから、自分だけで子

育てができると思える人は、自分だけに閉じられた子育てをしやすいということが言える。また、応答性の高い母

親は、こどもとの愛着形成が結びやすく、統制の高い母親は、こどもとの関係性に課題をもつ可能性が示唆された。
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あった。

これに比べて、死亡数は増加し、前年より１万7304

人増え、130万7748人で、人口減少や少子化の波は止ま

らない。

野村(2003)は、「子育てという営みは、長らく、家庭

においてなされるものであり、その責任は親に属して

いると考えられてきた。」とし、「ところが、いわゆる

『少子化』の中で、こどもの数が減少することにとも

ない、このような確信とは異なる考え方が提起されて

きている。子育ては、家庭のみならず、地域社会を含

め、こどもをとりまく社会機関すべてが関わっていく

べきだという考え方である(以下省略)」と述べ、この

ような考え方の背景として、「家庭の子育て機能の低下

があるといわれる。そしてその原因としてきまってあ

げられるのが『都市化』、『核家族化』、『価値の多様化』

というこどもと家庭をとりまく社会変化である。」と述

べている。

内閣府による「家族と地域における子育てに関する

意識調査」(2014)では、全国の20歳～79歳の男女3000

人に対して、層化二段無作為抽出法により、調査員に

よる個別面談聴取を行ったところ、「理想の家族の住ま

い方」という質問に対し、性別でみると、「男女とも自

身の親との近居を理想とする傾向がみられる。」とされ

ていた。

また、「祖父母の育児や家事の手助け」で、「子ども

が小学校に入学するまでの間、子どもから見た祖父母

が、育児や家事の手助けをすることが望ましいかどう

か」については、性別に大きな男女差はなく、８割前

後が「祖父母の手助けを望ましい」と回答した。

「祖父母に期待する手助けの比較」では、多くの項

目で祖母への期待が大きいが、「保育所・幼稚園等への

送迎」、「子どもを入浴させる」と言うような具体的な

支援や、教育費やそれ以外への経済的な支援は、祖父

に対する期待が大きい。

これらのことから、祖父母からの育児への援助があ

るのとないのとでは、子育ての負担感や孤立感が減っ

たり、養育態度にもよい影響が出るように考えられる

が、一方で、母親は、祖父母と関わりが増えると、自

身の思うような育て方ができず、ストレスを感じたり、

自分を否定的に捉えてしまうこともあるのではないか

と推測する。

荒牧(2005)は、育児への否定的・肯定的感情とソー

シャルサポートとの関連についての研究において、同

居率やそれによるサポートの多さに関わらず、妻方の

親からのサポートが、育児への否定的・肯定的感情と

関連がないとの結果を出している。その理由の一つに、

「妻方の親から得るサービスとは、母親にとっていわ

ば“当たり前”になっていることが考えられないだろ

うか。助けてもらうのは“当たり前”だからこそ、母

親の育児負担感や不安感などを軽減する効果をもって

いないのかもしれない。」としている。荒牧は、「そば

に住んでさえいれば、サポートしてもらえるはずだと

いう前提のもと、サポートの多い・少ないが直接母親

の心理的な問題と結びつかないもの」と考え、「『サポ

ートを受けていない』イコール『サポートしてもらえ

ない』ではないために、サポートが得られないことへ

の葛藤が生じない」と述べている。

また、夫のサポートの必要性として、「ひとり親群よ

りも、夫がいるにも関わらず、サポートを得ることが

できない群の方が、育児に対する心理的な負荷」が高

く、「母親がサポートを得られると期待できる状況下で

は、それが得られないことが、かえって負担となり、

結果的に、育児への負担感・不安感も高まるといえそ

うである。」と述べている。一番身近なサポート源であ

る夫に、妻は、常々期待しているだけに、サポートを

受けられない時のダメージが大きいということがうか

がえる。

国の取り組みとして、厚生労働省は、平成13年より

「健やか親子21」を開始した。これは、「母子の健康水

準を向上させるための様々な取組を、みんなで推進す

る国民運動計画です。母子保健はすべての子どもが健

やかに成長していくうえでの健康づくりの出発点であ

り、次世代を担う子ども達を健やかに育てるための基

盤となります。」と説明されている。

平成27年度からは、現状の課題を踏まえ、新たな計

画(～平成36年度)が始まり、「安心して子どもを産み、

健やかに育てることの基礎となる少子化対策としての

意義に加え、少子化社会において、国民が健康で明る

く元気に生活できる社会の実現を図るための国民の健

康づくり運動(健康日本21)の一翼を担うものです。」と

されている。

母子保健を取り巻く状況には、「少子化の進行」、「晩

婚化・晩産化と未婚率の上昇」、「核家族化、育児の孤

立化等」、「子どもの貧困」、「母子保健領域における健

康格差」(小学生の肥満児の割合、３歳児のむし歯など)

がある。

ところが、第１次計画(平成13～26年)で、「十代の自

殺率」、「全出生数中の低出生体重児の割合」という２

つの指標が悪化した。これにより、平成27年から「健

やか親子21」の「第２次」が開始された。

「健やか親子21(第２次)」では、10年後に目指す姿

を「すべての子どもが健やかに育つ社会」として、す

べての国民が地域や家庭環境等の違いにかかわらず、

同じ水準の母子保健サービスが受けられることを目指

し、従来の「健やか親子21」で掲げてきた課題を見直

し、現在の母子保健を取り巻く状況を踏まえて３つの

基盤課題を設定した。

また、特に重点的に取り組む必要のあるものを２つ

の重点課題とした。基盤課題は、「切れ目のない妊産

婦・乳幼児への保健対策」、「学童期・思春期から成人
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期に向けた保健対策」、「子どもの健やかな成長を見守

り育む地域づくり」、重点課題には、「育てにくさを感

じる親に寄り添う支援」、「妊娠期からの児童虐待防止

対策」があげられている。

こどもを取り巻く大きな問題の一つに、虐待がある。

平成28年12月に厚生労働省から発表された、「平成27年

度福祉行政報告例の概況」によると、平成27年度中に

児童相談所が対応した養護相談のうち、児童虐待相談

の対応件数は 103286件で、前年度に比べ14355件(16.1

％)増加しており、年々増加している。

被虐待者の年齢別にみると「小学生」が35860件(構

成割合34.7％)と最も多く、次いで 「３歳～学齢前」

が23735件(同23％)、「０～３歳未満」が20324件(同19.7

％)となっているが、０歳から学齢期前の、乳幼児期の

こどもを合わせると、42％となり、一番大きい割合を

占めることになる。さかのぼって平成23年から平成26

年までの結果を見ても、おおむね42％となっていてあ

まり変化がない。

メディアのニュースの中でも、乳幼児の虐待が報道

され、非人道的で残忍な内容に耳を覆いたくなる衝動

に駆られることが、年々増えている。中には、母親の

育児不安や、子育ての孤立が原因で、虐待へとつなが

ってしまうケースもある。

安藤ら(2008)は、幼稚園児の母親の育児感情と抑う

つについての研究において、「育児への負担感や育ちへ

の不安感にはきょうだい数が寄与していた」とし、「き

ょうだい数が増えることで、実際の育児にかかる手間

は増え、また、子ども同士の関係を扱う必要も生じ、

母親の負担感は強くなる」と考える。

また、「子どもが２人目の母親は、育児の経験がある

から育ちへの不安感は減るが、子育ての負担は増えて

いる。預かり保育の利用にも、出生順位が後であるこ

とが寄与していたことから、子どもが２人目の母親に

対して、子育て経験者ではあるが、育児への負担感が

大きいという点で目を向ける必要がある。」とされてい

る。

この結果から、「幼稚園児をもつ家事専従の母親」に

ついてのもので、今回、本研究の調査対象とした母親

たちのこどもは、まだ、集団に属していないため、母

親は、24時間365日営業のような子育てをしていること

から、育児中心とした生活全般に疲弊しやすかったり、

自尊感情が低くなったりしているのではないかと考え

た。

本研究では、筆頭筆者は幼稚園教諭を経て、現在、

海南市教育委員会生涯学習課子育てひろばで遊戯指導

を担当している保育士として、就園前の親子に関わり、

また、生活の中での様々な場面で、親が子に関わる様

子を見聞きする中で、感じてきた疑問や仮説を検証す

るため、地域の支援センターを利用している母親を対

象に、保育園や幼稚園などの社会に属していないこど

もを育てている母親の養育態度には、配偶者からのサ

ポート、家族からのサポート、友達からのサポートと

ソーシャルサポートに自己評価が母親の養育態度にど

のような影響を与えるかについて発達支援の専門的見

地から検証する。

和歌山で生まれ育ち、家庭をもった母親と、他府県

から嫁ぐ、または引っ越しをしてきた母親では、人的

環境も含む環境要因が影響すると仮定し、出身地と、

現在の居住地での年数を、フェイスシートの質問項目

に入れた。

また、同年代のこどもをもつ母親が、昭和生まれと

平成生まれでは、養育態度に差があると仮定し、母親

の年齢も同じくフェイスシートの質問項目に入れた。

３歳までの乳幼児を育てている母親たちにとって、ど

んなサポートが、自身の子育てによりよく影響してい

るかなどを明らかにすることを目的とした。

.方法

-1被験者

子育て支援センター五月山利用者26名、和歌山信愛

女子短期大学内ふれ愛ルーム木のおうち利用者44名、

海南市立地域子育て支援センターきらら利用者17名、

海南市教育委員会生涯学習課ほっとカフェ利用者８名、

その他の支援センター等の利用経験者10名の合計105

名(平均年齢33.5歳)を対象に質問紙でアンケート調査

を行った。

尺度によっては、何度も同じような質問項目がある

ため、負担を軽減するためにも、あらかじめ説明し、

了承を得ながら配布した。

-2質問紙構成

-2-1.フェイスシート

出身地、現在の地域での居住年数、本人の年齢、家

族の構成、こどもの性別と年齢、利用しているサービ

ス(子育て支援に関連するもの)の６項目からなる。

-2-2.尺度

・親の養育態度(16項目)

中道・中澤(2003)が作成した、バウムリンド(1967)

に基づき養育態度を「応答性」と「統制」の２次元に

より測定する尺度である。「応答性」は母親とこどもの

コミュニケーションと養育から成り、「こどもの意図・

欲求に気付き、愛情のある言語や身体的表現を用いて、

こどもの意図をできる限り充足させようとする行動」、

「統制」は養育上の統制と母親の成熟欲求から成り、

「こどもの意思とは関係なく、母親がこどもにとって

良いと思う行動を決定し、それを強制する行動」と定

義される。

・地域住民用ソーシャル・サポート尺度

配偶者用・家族用・友人用、(各17項目、合計51項目)

堤・堤・折口・高木・詫摩・萱場・五十嵐(1994)、堤・
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萱場・石川・苅尾・松尾・詫摩(2000)が作成したもの

である。配偶者・配偶者以外の家族・友人という３種

類のサポート源について基本的に同じ項目でサポート

の入手可能性をたずねる、それぞれ１因子性の尺度で

ある。

堤らの尺度(堤・萱場らの呼称は「Jichi Medical
 

Schoolソーシャルサポートスケール(JMS-SSS)」)は、

一般の地域住民を対象とした調査で用いることを意図

して開発された。堤らは公衆衛生学的調査における使

用を念頭に作成しているが、心理学者が同様の集団を

対象として行う調査での使用にも適していると思われ

る。なお、堤ら(1994)は尺度作成にあたり、欧米社会

で開発された尺度の妥当性が我が国の地域住民にその

ままあてはめられるとは限らないことを指摘し、我が

国の実情に合わせた内容にすることも考慮している。

本調査において、サポート提供者から望ましいサポ

ートに関する７項目「困っているときに、知っている

情報を教えてくれたり、調べてくれたりする。」、「あな

たに何か困ったことがあって、自分の力ではどうしよ

うもないとき、助けてくれる。」、「あなたを助けるため

に、予定を変更して、協力してくれる。」、「困っている

時や、悲しんでいるとき、声をかけてくれる。」、「どん

なことでも安心して話せる。」、「あなたの悲しみを我が

ことのように悲しんでくれる。」、「いつでも話を聞いて

くれる。」を追加した。

・田邊・米澤(2009)による自己評価尺度(10項目)

本尺度は、ローゼンバーグ(1965)が作成した自尊感

情尺度を田邊・米澤(2009)の指摘に従って、自己評価

尺度として使用した。

自尊感情とは、人が自分自身についてどのように感

じるのかという感じ方のことであり、自己の能力や価

値についての評価的な感情や感覚のことである。ロー

ゼンバーグ(1965)は、他者との比較により生じる優越

感や劣等感ではなく自身で自己への尊重や価値を評価

する程度のことを自尊感情としている。また、自身を

「非常に良い(very good)」ではなく「これでよい

(good enough)」と感じる程度が自尊感情の高さを示

すと考えており、自尊感情が低いということは、自己

拒否、自己不満足、自己軽蔑を表し、自己に対する尊

敬を欠いているということを意味するとしている。

-3実施期間

平成29年11月末～12月20日

.結果

-1因子分析

-1-1.親の養育態度尺度

105名から回答を得た、51項目の回答に対し、親の養

育態度尺度については、主因子法による因子分析(バリ

マックス回転)を行った結果、２因子が得られた。因子

において因子負荷量が.400基準に項目を選んだ

(Table１)。

第１因子は、「子どもが一人で遊んでいて、退屈そう

だなと思ったとき、加わって一緒に遊ぶ。」、「あなたが

家にいる時、ボール遊びやゲームなど、子どもと一緒

に過ごす時間を持っている。」、「どこかに出かけて、子

どもが疲れていると感じた時、休んだり、子どもを抱

っこする。」という項目が負荷したので、中道・中澤

(2003)同様、「応答性」と名付けた。

第２因子は、「子どもがあなたと決めた約束を守らな

い時、その約束をもう一度教える。」、「図書館や映画館

など静かにしなければならない場所では、子どもを静

かにさせる。」、「子どもが自分のやるべきことをやらな

い時、『やりなさい』と言う。」という項目が負荷した

ので、中道・中澤(2003)同様、「統制」と名付けた。

-1-2.住民用ソーシャルサポートスケール尺度

ソーシャルサポートスケールについては、全体につ

いて主因子法による因子分析(プロマックス回転)を行

い、それぞれの因子において因子負荷量が.400基準に

項目を選んだ(Table２)。堤らと違い、２因子構造がみ

られた。

第１因子は、「気持ちが通じ合う。」、「あなたの悲し

みを我がことのように悲しんでくれる。」、「困っている
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Table２ ソーシャルサポート(全体)に関する因子分析

(主因子法、プロマックス)

Table１ 親の養育態度に関する因子分析

(主因子法、パリマックス)
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時や、悲しんでいるとき、声をかけてくれる。」という

項目が負荷したので、「情緒的サポート」と名付けた。

第２因子は、「あなたが病気で寝込んだときに、身の

回りの世話をしてくれる。」、「家事をやったり、手伝っ

たりしてくれる。」、「あなたが経済的に困っているとき

に、頼りになる」という項目が負荷したので、「具体的

サポート」と名付けた。

-1-3.自己評価尺度

自己評価の尺度については、主因子法による因子分

析(プロマックス回転)を行った結果２因子が得られた。

因子において因子負荷量が.400基準に項目を選んだ

(Table３)。

第１因子は、「私は何かにつけて役に立たない人間だ

と思う」、「私は敗北者だと思うことがある」、「私は自

分は全くだめな人間だと思うことがある」という項目

が負荷したので、田邊・米澤(2009)同様、「自己効力感

のなさ」と名付けた。

第２因子は、「私は価値のある人間であると思うこと

がある」、「私は私でいいのだと思う」、「私は自分に満

足している」という項目が負荷したので、田邊・米澤

(2009)同様、「自己受容」と名付けた。

-2相関係数

親の養育態度「応答性」と「統制」、ソーシャルサポ

ート「情緒的サポート」と「具体的サポート」(全体、

配偶者、家族、友人)、自己評価尺度「自己効力感のな

さ」と「自己受容」の相関係数をTable４に示した。

「応答性」には、「全体の情緒的サポート」、「全体の

具体的サポート」、「配偶者の情緒的サポート」、「配偶

者の具体的サポート」、「家族の情緒的サポート」、「家

族の具体的サポート」、「友人の情緒的サポート」との

間に有意な正の相関があった。

「応答性」と「自己効力感のなさ」との間に有意な

負の相関があった。

「統制」と「自己効力感のなさ」の間に有意な負の

相関があった。

-3重回帰分析

・親の養育態度尺度「応答性」、「統制」の各２因子

を目的変数とし、他の２尺度10因子を説明変数とした

重回帰分析の結果をTable５～６に示す。

「応答性」には、「全体の情緒的サポート」が正の、

「自己効力感のなさ」、「友人の具体的サポート」が負

の関与をしている。

「統制」には、「自己効力感のなさ」、「自己受容」が

負の関与をしている。

従って、全体的に情緒的サポートを受けていると感

じ、自己効力感があり、友人から具体的サポートを受

けていないほど、親の養育態度は応答的になりやすく、

自己効力感があり、自己受容できていないほど、親の

養育態度は統制的になりやすいといえる。

・自己評価尺度「自己効力感のなさ」、「自己受容」

における各２因子を目的変数、他の２尺度10因子を説

明変数とした重回帰分析の結果をTable７～８に示す。

未就園児を育てる母親の養育態度とソーシャルサポート・自己評価の関係

Table４ 因子別平均値の相関関係

Table５ 応答性の重回帰分析

Table６ 統制の重回帰分析

Table３ 自己評価に関する因子分析

(主因子法、プロマックス)
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「自己効力感のなさ」には、「応答性」、「友人の具体

的サポート」、「統制」が負の関与をしている。

「自己受容」には、「全体の具体的サポート」が正の

関与をしている。

従って、応答性がなく、友人から具体的なサポート

を受けず、統制していないと自己効力感が感じられず、

全体の具体的なサポートを受けていると自己受容でき

るといえる。

-4ｔ検定

・家族の人数について４人以上の条件と、３人以下

の条件に分けて各因子の平均値についてTable９に示

した。

家族の人数により差があるかどうかｔ検定を行った

ところ、４人以上の方が「統制」においてのみ、３人

より平均値が有意に高かった［t(99)＝2.31,p＜.05］。

・こどもの人数について１人の条件と、２人以上の

条件に分けて各因子の平均値について差があるか

Table10に示した。

こどもの人数についてｔ検定を行ったところ、１人

の方が２人以上より、「応答性」の平均値が有意に高か

った［t(90)＝3.26,p＜.05］。

こどもの人数についてｔ検定を行ったところ、１人

の方が２人以上より、「全体の情緒的サポート」の平均

値が有意に高かった［t(90)＝2.44,p＜.05］。

こどもの人数についてｔ検定を行ったところ、１人

の方が２人以上より、「友人の情緒的サポート」の平均

値が有意に高かった［t(90)＝2.82,p＜.05］。

・大人の人数について３人以上の条件と、２人の条

件に分けて各因子の平均値について差があるか

Table11に示した。

大人の人数についてｔ検定を行ったところ、３人以

上の方が２人より、「全体の情緒的サポート」の平均値

が有意に高かった［t(102)＝1.48,p＜.05］。

大人の人数についてｔ検定を行ったところ、３人以

上の方が２人より、「全体の具体的サポート」の平均値

が有意に高かった［t(102)＝2.69,p＜.05］。

大人の人数についてｔ検定を行ったところ、３人以

上の方が２人より、「家族の具体的サポート」の平均値

が有意に高かった［t(96)＝2.28,p＜.05］。

・出身地について和歌山県内からの条件と、他府県

からの条件に分けて各因子の平均値について差がある

かTable12に示した。

出身地が和歌山県か他府県かについてｔ検定を行っ

たところ、和歌山県内出身の方が他府県出身より、「友

人の具体的サポート」の平均値が有意に高かった

［t(101)＝2.08,p＜.05］。

出身地が和歌山県内か他府県かについてｔ検定を行

ったところ、他府県出身の方が和歌山県内出身より、

自己効力感のなさの平均値が有意に高かった

［t(102)＝-2.22,p＜.05］。

・生まれた時代について昭和生まれの条件と、平成

生まれの条件に分けて各因子の平均値について差があ

るかTable13に示した。
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Table７ 自己効力感のなさの重回帰分析

Table８ 自己受容の重回帰分析

Table９ 家族の人数についての平均値とSD

 

Table10 こどもの人数についての平均値とSD

 

Table11 大人の人数についての平均値とSD

 

Table12 出身地が和歌山県内か他府県かについての

平均値とSD
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生まれが昭和か平成かについてｔ検定を行ったとこ

ろ、平成生まれの方が昭和生まれより、応答性の平均

値が有意に高かった［t(99)＝3.49,p＜.05］。

生まれが昭和か平成かについてｔ検定を行ったとこ

ろ、平成生まれの方が昭和生まれより、配偶者の情緒

的サポートの平均値が有意に高かった［t(98)＝2.23,

p＜.05］。

.考察

相関係数から、「応答性」には、全ての情緒的サポー

トが影響している。「統制」には影響していないことか

ら、人からサポートされていると応答的な対応ができ

るが、サポートのない人は、統制的な比較的閉じられ

た子育てということがうかがえた。

このことから、「応答性」の高い母親は、こどもとの

愛着形成が結びやすく、「統制」の高い母親は、こども

との関係性に課題をもつ可能性が示唆された。

「応答性」には、「配偶者と家族からの全てのサポー

ト」が影響していたが、「友達からのサポートは情緒的

なサポート」しか影響していない。

重回帰分析からは、サポートの側からは、「情緒的な

サポート」が、「応答性」の態度を促進する、「友達か

らの具体的なサポート」は、「応答性」の対応を妨げる

ことが指摘できる。

全体の具体的サポートは、親の自己受容感を高める

が、自己効力感のある人は、「応答性」と「統制」を高

め、自己受容できない人は、「統制」だけを高める。親

の自己受容が低ければ、子育てに悪い影響を与えると

想定される。

自己評価に影響を与えている要因として、友達の具

体的サポートが、自己効力感を高め、全体の具体的サ

ポートが、自己受容感を高めている。

このように、具体的サポートは親の自己評価を上げ

るが、こどもへの応答性を低め、間接的に統制を高め

ている。具体的サポートは、親の自己評価にはいい影

響を与えるが、子育てそのものには、決していい影響

を与えない。この対親・対こどもで相反する効果を意

識した子育て支援が必要であるといえる。

親の子育て支援には、自己受容感と自己効力感両方

を高める支援と情緒的なサポートが必要だろう。「情緒

的なサポート」は、直接親の養育態度を応答的に変え

ることができ、「具体的なサポート」は自己評価を上げ

るだけである。

これまで行ってきた支援の方法は、親の養育態度を

改善するために、「具体的なサポート」を提供すること

が多かった。しかし、一般的にありがちな支援は逆で

あり、「具体的なサポート」によって親の養育態度が改

善するという考え方は、実は、間違いであるというこ

とが分かった。

問題と目的で取り上げた事例のように、具体的に何

かアドバイスをするだけではなく、あとから共感的な

言葉かけや、母親の気持ちを聞く支援をしていくこと

が、子育て支援には、より有効だと言えるのではないか。

「和歌山で生まれ育ち、家庭をもった母親と、他府

県から嫁ぐ、または引っ越しをしてきた母親では、人

的環境も含む環境要因が影響するのではないか」とい

う仮説は、ｔ検定の結果から、和歌山県内出身の人は、

友人からのサポートに関連が見られ、他府県から来た

人は、「自己効力感のなさ」に負の関連が認められた。

本調査では、和歌山県内出身者が多かった。

和歌山も含め、比較的田舎の地域では、お互いの家

の中のことまで知っていたり、声掛けやおすそ分けな

ど、お互いさまの気持ちで助け合って生活をしている

ところが少なくないため、その地域で育つこどもたち

には、自ずとその精神が育まれていると考えた。

そのため、友人からのサポートを受けたり、連帯感

を感じて安心できることが、和歌山県内出身者の傾向

として強いのではないかと推測される。

他府県から嫁いで来た場合、出産は里帰り出産をす

る人も多く、新生児を迎え自宅に戻っても、すぐに友

達ができることもなく孤立しがちである。

しかしその反動で、子育てをしている人が集まるよ

うな場に仲間を求めて入っていき、そこでの新たな関

係性をつむいでいく中で自己効力感も上がるのではな

いかと考えられる。

「同年代のこどもをもつ母親が、昭和生まれと平成

生まれでは、養育態度に差があるのではないか」とい

う仮説は、ｔ検定の結果から、平成生まれの方が、「応

答性」と、「配偶者からの情緒的サポート」に関連が認

められた。年齢が高い母親ということで、年齢が低い

母親に比べ、子どもが複数人いることも多く、「応答性」

が低くなるのではないかと考えられる(Table10・13参

照)。

未就園児を育てている母親たちにとって、どのよう

なサポートが、自身の子育てによりよく影響している

かについては、「情緒的サポート」が「応答性」に影響

していたが、「具体的サポート」は、人によって違うこ

とが分かった。

また、サポートを受けられる人で、且つ、自分でで

きると思う人の「応答性」が高かった。

問題と目的で取り上げた、「祖父母からの育児への援

助があるのとないのとでは、子育ての負担感や孤立感

が減ったり、養育態度にもよい影響が出るように思わ

未就園児を育てる母親の養育態度とソーシャルサポート・自己評価の関係

Table13 生まれた時代についての平均値とSD
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れるが、一方で、母親は、祖父母と関わりが増えると、

自身の思うような育て方ができず、ストレスを感じた

り、自分を否定的に捉えてしまうこともあるのではな

いか」と推測したことは、ｔ検定のTable９にあるよう

に、家族が多いほど、「統制」と関連があると認められ

た。

これは、祖父母世代が、子育てに関わることで、「統

制」が利いてくるパターンと、祖父母世代の評価を気

にして親世代が「統制」してしまうという２方向の統

制パターンが考えられた。

.まとめ

本研究から、今まで、目に見えている部分でのサポ

ートが、母親に一番有効だと思っていたが、そうでは

ないことが分かった。実際は、話を聞いてもらったり、

一緒に喜んだり、共感するサポートを受けたかっただ

ろう母親はたくさんいただろうが、現実的には、目に

見えるところでの困り感の解消が優先してしまい、有

効なサポートはできていなかったのではないか。

人は、家庭をもち、配偶者と生活する中で葛藤が生

まれ、新たな一面を発見し、相互的に配偶者との生活

を受容していくことから始まり、いつか新しい家族を

迎えた時、そこでまた価値観の違いや、子育て観の違

いが生まれ、様々な壁に突き当たることが多いが、サ

ポートを受ける側も、何をどうしてほしいのか、また、

そうしてもらった時には、どう思ったのかを明確に相

手に伝えると、望ましいサポートが継続される。

米澤(2015)は、「正の感情、快感は足し算されず、負

の感情、不快感情は足されてしまう」と述べている。

ならば、うまくサポートを受けられなかった場合、自

分自身が、もっと具体的に、「こんな時は、こうしてほ

しい」、「今、こうしてほしい」など、相手に伝えるこ

とで、足される負の感情、不快感情は、減らせるので

はないかと考えた。

褒められたら嬉しく、またやろうという気持ちにな

るのは、こどもだけでなく大人にも共通のことが言え

る。そういうサイクルがうまく機能していけば、少な

くとも、家庭内では、協働して子育てを行うことがで

きる。

こどもが成長するにつれて、乳幼児健診や支援セン

ターなどで、様々な人と知り合い、母親の世界も広が

る中で、自分一人で子育てを抱えている母親と、周り

の人からのサポートをうまく受けて子育てをしている

母親では、「応答性」に差が出ているように思われる。

核家族化、晩婚化、少子化等、さまざまな問題を孕

みながら時代が進む中で、なんでも一人で抱えてしま

う母の心にどう寄り添い、必要に応じた支援を届けら

れるかは、誠実に向き合い、母親にとってのキーパーソ

ンとなり、丁寧に信頼関係を築くことにあるといえる。

私生活においても、自身の子育てで笑顔の影響の大

きさを身をもって感じることが多い。

とりわけ、小さなこどもの近くにいる人には、笑顔

でいてほしいと願う。

母親として、実際の子育てには、笑顔でいられない

こともしばしばある。

しかし、それを笑顔に近づけられるような関わりを

本研究を通じて得た母親の傾向を元に、今後の子育て

支援や仕事に活かしていくべきだと思われる。
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